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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

・退院時の書類は新しい書式にて、間違いのないように提出してください。

・医師のスケジュールが更新されています。

＜患者様連絡事項＞

・二部　清次様～南Ｃユニットへ転棟しています。

・吉田　光良様～東Ａユニット16号室から東Ｃユニット4号室へ移動となっています。

・飯豊　信雄様～本日、八戸赤十字病院　脳神経外科を受診し、硬膜下血腫の所見あり。14:00転院のため、当院退院となりました。

・泉山　篤様～肛門周囲切開部の処置は8/29まで継続となります。

・田口　光様～本日の採血結果にて、CRP、WBC改善傾向にあり。点滴内容変更し8/26まで継続処方となります。エンシュアリキッドも8/26まで継続となります。

・五日市　公様～歯科受診にて義歯の調整が終了、本人常食の希望あり。本日夕より常食に食事変更となります。

＜隔離入室・身体拘束患者様＞

・野々口　晶太様～迷惑行為・粗暴行為の可能性高いことから終日隔離中。

8時から11時、12時から16時で開放観察を実施。開放中、表情の硬さはありますが、他者に対するイライラした様子やトラブルはありません。糖尿病の家族勉強会を来週より実施していく予定です。引き続き、他者トラブルに注意し開放時間の拡大に向けた評価をしていきましょう。

・澤口　直美様～躁状態により、他者への暴力、迷惑行為に至る可能性が高い為、終日隔離継続中。食事はホールにてトラブルなく全量摂取しています。入室中もドア蹴りなど興奮はありません。多弁にて恋愛妄想的発言は続いていますので、引き続き現実検討出来るような関わりを行っていきましょう。

・木村　格治様～躁状態により、他者への暴力、迷惑行為に至る可能性が高い為、終日隔離継続中。10時から16時で開放観察を実施しています。過度な要求や易怒性はありませんが、やや表情の硬さ見られています。引き続き、隔離解除に向けた精神症状の観察を行っていきましょう。

・和田　昌様～　躁状態による他者トラブルの可能性高いことから終日隔離中。

外出に関する要求が多く見られています。要求時のドア蹴りや興奮はありません。臥床して過ごし、やや症状の沈静化見られています。引き続き、隔離解除に向けた精神症状の観察を行っていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・木村　格治様～予測指示9/5まで継続の指示です。

・和田　昌様～　予測指示9/5まで継続の指示です。

・藤井　崇史様～予測指示9/5まで継続の指示です。

・佐々木　悦子様～予測指示9/5まで継続の指示です。ＡＺ点眼薬１本処方となっています。

・八森　正様～　予測指示9/5まで継続の指示です。

・中居　松男様～予測指示9/5まで継続の指示です。

・續石　啓介様～予測指示9/5まで継続の指示です。

＜猪俣Ｄｒ診察＞

・沢田　三朗様～次回定期処方より、リスペリドン中止となります。

＜新入院患者様＞

氏名　　　：松橋　トキ様（89）　女性
主病名　　：混合型認知症
身体合併症：腰部脊椎管狭窄症　心房細動　高血圧症

主治医　　：深澤Ｄｒ．馬渡Ｄｒ

入院形態　：医療保護入院

保護者　　：松橋　知(サトル)様（次男）

【経過】

H20 年4月、本人が物忘れを訴え大里脳神経リハビリテーションクリニックを受診。加齢による物忘れと診断され終診察。H23年8月、物忘れが目立ち再度同院受診。アルツハイマー型認知症と診断され、アリセプトの服用を開始。内服後より感情の起伏が激しくなり、薬剤調整が行われたが、H23年10月で通院中断。

H23年2月、再度大里脳神経クリニックを受診し、イクセロンパッチが処方されたが、上半身の熱感、不眠、動悸が出現し、服用を中止し、アリセプトの内服を継続。H25年4月、本人が突然外に出ていき「死にたい、新井田川に行く」と興奮状態となることがあり、服薬調整となるが、興奮状態、希死念慮、涙もろさが持続していた。
H26年5月より、茶碗洗いや片づけの手順が理解できない、夜自宅内を歩き回り、物やお金を探す行動が見られるようになった。また「嫁が金を盗んだ」と物盗られ妄想が出現し、H26.7月頃より家族に罵声を浴びせることがあった。また、「男の人が何人かいて喋っている」「夕べ男の人が三人来て泊まってった」と幻視も出現し、長女が付き添い、大里Drへ相談。自宅での対応が難しくなってきており、家族は入院による治療を希望。大里Drより当センターを紹介され、相談。認知症周辺症状改善のため薬剤調整目的にて同日11：00東病棟Ｄユニットへ医療保護入院となる。

＜指示＞

検査：血液検査、頭部ＣＴ，胸部X-P、心電図、検尿、心理検査（HDS-Rなど）

　　　MRSA

処方：持参薬　本日昼～、当院処方本日夕～

